
“ふじのくに美しく品格のある邑”から季節の情報を発信
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●上佐ヶ野わくわくの里（河津町）
●金太郎産湯の里湯船（小山町）
●岡部本郷（藤枝市）
●坂部（牧之原市）
●掛川天守をのぞむ里（掛川市）
●はるの山の楽校（浜松市）

む  ら

季刊誌「むらのおと」



［西部地域］

［伊豆地域］

［東部地域］

［中部地域］

登録100邑〈平成28年7月現在〉

「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合
とは、邑づくりの趣旨に賛同した県内全
35市町、静岡県、企業等が会員と
なり、「美しく品格のある邑」
の魅力向上やブランド力強
化のために、広報活動、
情報収集、調査研究を
行い、「美しく品格の
ある邑」についての
審査・登録事務を
行う組織です。

●「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合とは
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日
本
一
高
い
富
士
山
や
日
本
一
深
い

駿
河
湾
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
と

清
ら
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
静
岡
県
は
、

農
作
物
や
水
産
物
の
品
目
数
に
お
い
て

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
こ
の
豊
か
な
食

材
を
生
産
す
る
県
内
の
農
山
漁
村
に

は
、
棚
田
や
茶
畑
と
い
っ
た
美
し
い
風
景

に
加
え
て
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
や

伝
統
が
息
づ
く
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宝

（
資
源
）」
が
あ
り
ま
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
と
は
、
地
域
の
宝
を
大
切
に
思
い
、

そ
れ
を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
、真
摯
に

活
動
を
行
う
理
想
の
農
山
漁
村
と
し
て

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑

づ
く
り
」
連
合
が
認
定
し
た
地
域
（
邑
）

で
す
。
平
成
24
年
度
に
県
内
35
市
町
の

45
地
域
が
認
定
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
毎
年
登
録
数
が
増
え
続
け
、
平
成

28
年
7
月
現
在
で
100
地
域
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
は
、
深
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
間
地

の
集
落
か
ら
、
周
囲
が
市
街
地
化
さ
れ

た
農
園
ま
で
、
そ
の
個
性
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
ま
た
、
規
模
の
大
小
、
文
化
や
歴
史
、

特
産
品
や
名
物
な
ど
、
100
の
地
域
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、県
全
域
で
多
彩

で
多
様
な
魅
力
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　　
そ
し
て
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
人
々
も
魅

力
的
で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
を
愛
し
、

活
動
に
誇
り
を
持
つ
人
た
ち
の
自
信
に

満
ち
た
姿
は
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
、
忘

れ
ら
れ
な
い
「
美
し
い
思
い
出
」
と
な
る

は
ず
で
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
の
詳
し
い
情
報
は
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
魅
力
的
な
場
所
、

地
域
の
特
産
品
、
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
気
に
な
る
邑
を
訪
ね
て
み
ま

し
ょ
う
。

ふ
じ
の
く
に

美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
っ
て
?

む 

ら

源氏とひまわりの里 千框の棚田

いずのやね茅野

伊豆月ヶ瀬梅の里

上佐ヶ野わくわくの里

沼田ロマン
チック街道

伊豆見高入谷高原

柚野の里

水見色

金太郎産湯の里湯船

ささま

岡部本郷

はるの
山の楽校

坂部

掛川天守を
のぞむ里
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ごてんはこしひかりウォーク／沼田ロマンチック街道・二子湧水の里（御殿場市） 

下大沢（下田市）
加増野（下田市）
大賀茂（下田市）
大川（東伊豆町）
上佐ヶ野わくわくの里（河津町）
伊豆見高入谷高原（河津町）
日野 元気な百姓達の里（南伊豆町）
伊浜地区（南伊豆町）
石部赤根田村百笑の里（松崎町）
中（西伊豆町）
日本一のだいだいの里「多賀」（熱海市）
十足（伊東市）
伊豆月ヶ瀬梅の里（伊豆市）
桂流コシヒカリのふる里（伊豆市）
いずのやね茅野（伊豆市）
韮山多田（伊豆の国市）
韮山金谷（伊豆の国市）
浮橋（伊豆の国市）
丹那（函南町）

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

寿太郎みかんのふるさと 西浦（沼津市）
戸田（沼津市）
浮島（沼津市）
三島箱根西麓地区（三島市）
西澤水系（御殿場市）
沼田ロマンチック街道（御殿場市）
二子湧水の里（御殿場市）
パノラマ遊花の里（裾野市）
久米田（清水町）
上長窪地区（長泉町）
所領（小山町）
金太郎産湯の里湯船（小山町）
柚野の里（富士宮市）
白糸の里（富士宮市）

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

南条の里（富士宮市）
岩本山とかりがね堤を守る邑（富士市）
富士山のふもとの郷を守る邑（富士市）

34
35
36

原・新丹谷（静岡市）
有東木（静岡市）
清沢（静岡市）
大沢地区（静岡市）
奥藁科・大川（静岡市）
清水区西里（静岡市）
水見色（静岡市）
奥長島〈足久保〉（静岡市）
布沢（静岡市）
大代（静岡市）
神座鵜網（島田市）
越地（島田市）
湯日（島田市）
抜里（島田市）
ささま（島田市）
中の島（焼津市）
西島（焼津市）
殿（藤枝市） 
本郷（藤枝市）
岡部本郷（藤枝市）
葉梨山水会（藤枝市）
菅山原（牧之原市）
坂部（牧之原市） 
吉田たんぼ（吉田町）
徳山（川根本町）
池の谷・閑蔵（川根本町） 
地名（川根本町）
けっこい瀬平（川根本町）

37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

とんぼの里 岩井（磐田市） 
田原地区（磐田市）
茶文字の里 東山（掛川市）
高天神の里（掛川市）
東山口・西山口（掛川市）
掛川天守をのぞむ里（掛川市）
源氏とひまわりの里（袋井市）
諸井里山の会（袋井市）
とうもんの里（掛川市・袋井市・磐田市）
カカシ祭りの里  新野（御前崎市）
朝比奈（御前崎市）
千框の棚田（菊川市）
嶺田用水の里（菊川市）
森町南部（森町）
天方（森町） 
一の宮の里（森町）
地域いきいき共生！
恩地町環境みどり会（浜松市）
和地ふるさと会（浜松市）
夢未来くんま（浜松市）
銅鐸と水田のふるさと中川（浜松市）
大好き渋川（浜松市）
三ヶ日みかんの里（浜松市）
中郡地区（浜松市）
中ノ町地区（浜松市）
村櫛地区（浜松市）
大塚地区（浜松市）
都田地区（浜松市） 
竜ヶ石山～西四村の里～（浜松市） 
いっぷく処 横川（浜松市） 
そばの里づくり佐久間（浜松市）
はるの山の楽校（浜松市）
ほっと龍山（浜松市）
ひずるしい鎮玉（浜松市）
らびりんすゆうとう（浜松市）
新所水とみどりのプロジェクト（湖西市）

66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82

83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100 敷地村（磐田市）65

◇西部地域

◇伊豆地域

◇東部地域

◇中部地域

表紙／徳山（川根本町）
毎年８月15日に行われる徳
山の盆踊は国指定重要無形
民俗文化財に指定されてい
ます。見どころの1つ「鹿ん
舞」は、鹿の面を付けた少年
たちが躍動的に踊るのが特
徴で、作物を荒らす鹿などの
獣を追い払い、豊作を祈った
のが始まりといわれています。

邑ジャーナル
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日
本
一
高
い
富
士
山
や
日
本
一
深
い

駿
河
湾
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
と

清
ら
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
静
岡
県
は
、

農
作
物
や
水
産
物
の
品
目
数
に
お
い
て

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
こ
の
豊
か
な
食

材
を
生
産
す
る
県
内
の
農
山
漁
村
に

は
、
棚
田
や
茶
畑
と
い
っ
た
美
し
い
風
景

に
加
え
て
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
や

伝
統
が
息
づ
く
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宝

（
資
源
）」
が
あ
り
ま
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
と
は
、
地
域
の
宝
を
大
切
に
思
い
、

そ
れ
を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
、真
摯
に

活
動
を
行
う
理
想
の
農
山
漁
村
と
し
て

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑

づ
く
り
」
連
合
が
認
定
し
た
地
域
（
邑
）

で
す
。
平
成
24
年
度
に
県
内
35
市
町
の

45
地
域
が
認
定
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
毎
年
登
録
数
が
増
え
続
け
、
平
成

28
年
7
月
現
在
で
100
地
域
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
は
、
深
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
間
地

の
集
落
か
ら
、
周
囲
が
市
街
地
化
さ
れ

た
農
園
ま
で
、
そ
の
個
性
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
ま
た
、
規
模
の
大
小
、
文
化
や
歴
史
、

特
産
品
や
名
物
な
ど
、
100
の
地
域
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、県
全
域
で
多
彩

で
多
様
な
魅
力
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　　
そ
し
て
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
人
々
も
魅

力
的
で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
を
愛
し
、

活
動
に
誇
り
を
持
つ
人
た
ち
の
自
信
に

満
ち
た
姿
は
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
、
忘

れ
ら
れ
な
い
「
美
し
い
思
い
出
」
と
な
る

は
ず
で
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
の
詳
し
い
情
報
は
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
魅
力
的
な
場
所
、

地
域
の
特
産
品
、
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
気
に
な
る
邑
を
訪
ね
て
み
ま

し
ょ
う
。

む ら

夏の邑は絆を育む
交流ステーション！

特集

CONTENTS

 ── 11
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邑の魅力に誘われて、
ヒトが集まり、モノが集まり、情報が集まります。
いろんなヒト、モノ、コトが触れ合えば
新しい交流が芽生えます。
交流はやがて「絆」という花を咲かせ、
邑の活力をいっそう高めます。

鉢を伏せたような「鉢の山」の南麓に広がる上
佐ケ野地区。陽光と水に恵まれた土地では、米
をはじめワサビやイチゴ、キヌサヤなど、さまざま
な農作物が栽培されています。
6月には子供会と有志会による田植え体験も。
収穫したもち米は、毎年10月15日の例大祭と
11月23日の「もみじ祭り」で餅つきに使用。

夏の邑は特集

むらのおと  03



深
き
天
城
峠
か
ら
相
模
湾

ま
で
、
個
性
豊
か
な
景
色
を

持
つ
河
津
町
。
そ
の
中
央
部
の
山
間

に
開
け
た
上
佐
ケ
野
地
区
は
、
太
陽

と
水
と
緑
が
あ
ふ
れ
る
温
和
な
農
村

で
す
。
こ
の
美
し
い
里
山
の
原
風
景

を
守
り
、
地
域
を
活
気
づ
け
る
た

め
、
邑
で
は
自
治
体
と
任
意
組
織
が

協
力
し
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
今
や
夏
の
風
物
詩

と
な
っ
た
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
里
」
で

す
。
こ
こ
は
元
営
林
署
の
苗
畑
で
、

撤
退
後
の
土
地
を
河
津
町
が
買
収
。

そ
れ
を
地
元
有
志
が
借
り
受
け
、
２

０
０
８
年
に
観
光
農
園
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
３
千
坪
を
超
す
広

大
な
園
内
で
は
、
約
１
０
０
０
本
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
体
験
が
で

き
る
ほ
か
、
カ
ブ
ト
ム
シ
狩
り
や
ヤ
ギ

の
放
牧
な
ど
も
実
施
。
特
製
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
た
カ
キ
氷
も
大

好
評
で
、
特
に
子
供
連
れ
観
光
客
の
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
話
題
の
伊
豆
半
島
ジ

オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
た
邑
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
「
鉢
の
山
」
は
、「
伊
豆
元
気
わ

く
わ
く
の
森
公
園
」
と
し
て
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
な
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
も
整
備
。
約
３
万
６
千
年
前
の
噴
火

で
降
り
積
も
っ
た
マ
グ
マ
の
地
層
も
観

察
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、「
三
段
滝
」

の
上
流
で
は
、
沢
下
り
を
楽
し
む
キ
ャ

ニ
オ
ニ
ン
グ
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
大

自
然
を
生
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

も
満
載
で
す
。

　

ま
さ
に
、「
天
然
資
源
の
宝
庫
」
の

よ
う
な
邑
で
す
が
、
区
長
の
古
山
由
和

さ
ん
は
「
一
番
の
宝
は
水
」
と
語
り
ま

す
。
現
在
、
生
活
用
水
に
使
わ
れ
て
い

る
の
は
、
地
下
３
０
０
ｍ
の
深
井
戸
か

ら
く
み
上
げ
る
簡
易
水
道
。
水
質
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
き
れ
い
で
お
い
し
い

水
を
、
区
民
全
員
で
大
切
に
守
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
豊
富
な
水
源
・
農
業
用

水
を
小
水
力
発
電
に
も
利
用
し
、エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
み
ん
な
の
努
力
で
住
み
や
す

く
な
っ
た
邑
に
は
、
近
年
は
戻
っ
て
く

る
若
者
た
ち
も
増
加
中
。
子
供
た
ち
の

元
気
な
笑
い
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。

豊
富
な
水
資
源
を
活
か
し
た

小
水
力
発
電
と

命
の
水・簡
易
水
道

清
流
と
子
ど
も
の
声
が
こ
だ
ま
す
る

「
鉢
の
山
」の
ジ
オ
パ
ー
ク

❶秋は紅葉もきれいな三段滝。佐ケ野
川の下流に整備された遊歩道から望め
る「鉢の山」の溶岩流と柱状節理もジ
オサイトのひとつ。
❷豊富な水源を活用した小水力発電。
ここで得られた電気は、公民館広場の
外灯や災害時の電力確保などに利用。

❶

❷

山

「鉢の
山」は

伊豆東
部火山

群

のひと
つで、山

頂近く
の切り

通

しや遊
歩道に

は、「ス
コリア

」と

いう噴
火で降

り積も
ったマ

グマ

の地層
を見る

ことが
できま

す。 上佐ヶ野
わくわくの里
かみさがのわくわくのさと

●車／東名高速沼津ICまたは新東名高速長
泉沼津ICから国道414号を南下、約90分 
●電車・バス／伊豆急・河津駅から東海バス
「河津七滝」行き乗車、「下佐ケ野」下車

05
邑番号

賀茂郡河津町川津筏場

毎年7月中旬～8月中
旬の約1か月開園する
「ブルーベリーの里」で
は、地元小学生もブ
ルーベリー狩りを体
験。昨年からは園の一
部を使ってヤギのミニ
牧場も登場。子供たち
に大好評でした。
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奈
川
県
と
の
県
境
に
位
置

す
る
駿
東
郡
小
山
町
。
金

太
郎
こ
と
坂
田
金
時
ゆ
か
り
の
場
所

が
い
く
つ
も
あ
る
こ
の
町
に
は
、
水
田

と
あ
じ
さ
い
が
美
し
い
邑
「
金
太
郎
産

湯
の
里
湯
船
」
が
あ
り
ま
す
。
梅
雨
の

季
節
、
棚
田
状
に
広
が
る
水
田
の
あ

ぜ
や
斜
面
に
は
、
三
千
株
も
の
あ
じ
さ

い
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
青
々
と
し
た
稲

と
色
と
り
ど
り
の
花
が
、
邑
を
訪
れ

る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　
あ
じ
さ
い
を
育
て
て
い
る
の
は
、
30

軒
ほ
ど
の
農
家
の
皆
さ
ん
。
枝
打
ち
を

し
た
り
、
花
殻
を
摘
ん
だ
り
、
草
を

刈
っ
た
り
。
最
初
に
植
え
て
か
ら
16

年
。
邑
人
み
ん
な
で
手
を
か
け
て
、
大

切
に
育
て
て
き
ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
が
見
頃
を
迎
え
る
６
月

下
旬
に
は
「
湯
船
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
人

と
観
光
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
今
年
は
７
回

目
。
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
に
、
地
域

の
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
夜
。
あ
じ
さ
い
の
咲
く
あ
ぜ
道
は
竹

灯
篭
か
ら
こ
ぼ
れ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
の
光

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
景

色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
川
の

せ
せ
ら
ぎ
と
虫
の
声
を
聞
き
な
が
ら

あ
じ
さ
い
祭
り
の
会
場
を
後
に
し
、
少

し
だ
け
山
側
へ
歩
み
を
進
め
る
と
、
そ

こ
に
は
ホ
タ
ル
の
光
！
　
実
は
こ
の
邑

で
は
、
ホ
タ
ル
の
自
生
地
の
保
全
と
拡

大
を
目
指
し
て
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
川
の
上
流
か
ら

次
々
と
姿
を
現
す
神
秘
的
な
光
に
目

と
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。

「
湯
船
は
小
さ
な
集
落
で
す
が
、
長
い

歴
史
と
豊
か
な
自
然
が
あ
る
。い
つ
ま

で
も
昔
な
が
ら
の
豊
か
な
自
然
を
楽

し
め
る
場
所
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
地

域
一
丸
と
な
っ
て
邑
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
」
と
代
表
を
務
め
る
池
谷
良
郎
さ

ん
。
日
本
の
原
風
景
と
も
い
う
べ
き
美

し
い
景
観
は
、
こ
の
邑
に
暮
ら
す
人
々

の
手
に
よ
っ
て
創
り
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

棚
田
状
の
水
田
を
彩
る
の
は

邑
人
が
丹
精
す
る

三
千
株
の
あ
じ
さ
い

あ
じ
さ
い
の
季
節
の
お
楽
し
み
！

邑
人
主
体
で
行
う
お
祭
り
が
盛
況

神
❸

金太郎
産湯の里湯船
きんたろううぶゆのさとゆふね

●車／東名高速御殿場ICから約20分 
●電車／JR駿河小山駅から徒歩約20分

31
邑番号

駿東郡小山町湯船

「湯船あじさいまつり」では、ペダルのないキッズ用
自転車を使った“ランニングバイク競争”を開催。
多くのちびっ子が参加し、大いに盛り上がりました。

❶田んぼの畔に並ぶ竹灯篭からこぼれ
るキャンドルの光が、あじさいをライトアッ
プ。夕方、邑人の手で、800ものキャンド
ルに火を灯します。
❷2015年には「静岡県ほたるサミット小
山町大会」でほたる観賞会の会場となっ
たのだそう。夜になると、天然のホタルが
やってきて、淡く美しい光を放ちます。
❸種類も色もさまざまなあじさいを楽しみ
に、たくさんの人が湯船地区へ。JR東海
さわやかウォーキングに参加して、こちら
へ来るのを楽しみにしている人も多いそ
う。法面に咲き誇るあじさいは見上げるよ
うに植えられており、見応えがあります。

❷

❶
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❶子どもたちが獲ってきたミカンを糖度計でチェック。
ちょっとしたゲーム感覚で子どもたちは糖度の数値に
一喜一憂します。
❷小学生にミカンの生育について語る「ふるさとみか
ん山の会」会長の萩原新一郎さん。

観光農園と違い、みかんの収穫
体験では持ち帰りできませんが、
イベント時はお土産の配布や、
会員が考案した「みかんピラフ」
と「みかんごはん」などを試食
するコーナーもあります。

藤
枝
市
岡
部
町
は
、
県
内
産
の

温
州
ミ
カ
ン
発
祥
の
地
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
歴
史
を
後
世

に
語
り
継
ぐ
た
め
、
地
元
の
有
志
が
平

成
20
年
に
「
ふ
る
さ
と
み
か
ん
山
の

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

同
会
の
主
な
活
動
は
岡
部
町
内
谷

に
あ
る
小
さ
な
山
を
「
ふ
る
さ
と
み
か

ん
山
」
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
。
約

5
7
0
0
㎡
の
園
地
に
は
柑
橘
類
23

種
、
約
3
7
0
本
の
木
が
植
え
ら
れ
、

ミ
カ
ン
の
博
物
館
の
よ
う
な
光
景
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
は
約

30
人
。
一
般
の
市
民
も
参
画
し
、
年
間

を
通
じ
て
、
草
刈
り
、
摘
果
、
収
穫
、

植
樹
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
み
か
ん
山
が
に
ぎ
わ
う

の
は
収
穫
期
で
す
。
市
内
の
幼
稚

園
、
保
育
園
、
小
学
校
か
ら
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
実
っ
た
果
実

を
通
じ
て
ミ
カ
ン
の
不
思
議
や
歴
史

を
学
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
毎
年
12

月
に
開
催
さ
れ
る
収
穫
体
験
イ
ベ
ン

ト
に
は
市
内
外
か
ら
約
70
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
甘
い
ミ
カ
ン
探
し

ゲ
ー
ム
、
選
果
、
ミ
カ
ン
料
理
の
試
食

会
な
ど
で
岡
部
産
ミ
カ
ン
の
魅
力
を

味
わ
っ
て
い
ま
す
。
同
会
の
会
長
・
萩

原
新
一
郎
さ
ん
は
「
糖
度
計
で
ミ
カ

ン
の
糖
度
を
比
べ
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
目
を
丸
く
し
て
興
味
を
示
し
ま

す
。
そ
ん
な
経
験
か
ら
農
業
に
対
す

目
を
丸
く
す
る
子
ど
も
に

大
き
な
期
待

ふ
る
さ
と
み
か
ん
山
の
整
備
で

ミ
カ
ン
発
祥
の
地
を
P
R

る
理
解
が
深
ま
り
、
郷
土
に
愛
着
や

誇
り
を
感
じ
て
く
れ
た
ら
、
嬉
し
い

で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

　

同
会
の
活
動
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
も
生
か
さ
れ
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
へ
ミ
カ
ン
の
無

料
配
布
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
取
り
組
み
が
地
域
の
一
体
感

を
深
め
て
い
ま
す
。

❶

❷

岡部本郷
おかべほんごう

●車／新東名高速藤枝岡部ICから約
5km（約10分） 
●電車・バス／JR焼津駅からしずてつ
ジャストライン（バス）で「本郷入口」下車

56
邑番号

藤枝市岡部町内谷1400‐1付近
（ふるさとみかん山）

藤枝市健康福祉センター「き
すみれ」の裏にある「ふるさと
みかん山」。収穫期以外も自
然散策コースとして人気です。
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富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
約
1

㎞
。
空
の
玄
関
口
に
位
置
す

る
牧
之
原
市
坂
部
は
古
く
か
ら
農
耕

が
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
邑
で

す
。
特
に
明
治
初
期
、
地
元
の
有
力

者
だ
っ
た
本
間
賢
三
が
開
墾
に
尽
力

し
て
以
来
、
住
人
は
一
つ
に
ま
と
ま

り
、
文
化
や
伝
統
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
昭
和
20
年
代
に
は
区
民
全
員
参

加
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
始
ま
り
、
平

成
14
年
か
ら
は
地
域
の
文
化
祭
と
も

呼
ば
れ
る
「
坂
部
よ
い
と
こ
祭
」
も

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
坂
部

も
平
成
17
年
に
行
わ
れ
た
榛
原
町
と

相
良
町
の
合
併
、
同
21
年
の
富
士
山

静
岡
空
港
の
開
港
な
ど
を
経
て
、
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
地
区
の
伝
統
や
結
束
力
を
次
代
に

語
り
継
ぐ
目
的
で
約
3
年
前
か
ら

「
坂
部
ま
ち
づ
く
り
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
高
齢
者
・
き
ず

な
塾
実
行
委
員
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

実
行
委
員
会
な
ど
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
区
民
の
期
待

を
集
め
て
い
る
の
は
今
年
3
月
に
始

豊
か
な
里
山
と
明
る
い

未
来
が
交
わ
る
エ
リ
ア

地
区
の
結
束
力
が

ま
ち
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ま
っ
た
「
坂
部
農
援

隊
」
で
す
。
こ
れ
は

約
5
0
0
0
㎡
の
農
地
で
枝

豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
の
作
物
を
試
験
的
に
栽
培
し
、

坂
部
の
新
し
い
特
産
品
を
育
て
よ
う

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
坂
部
地

区
の
区
長
・
大
石
吉
彦
さ
ん
は
「
空
の

玄
関
口
と
し
て
の
魅
力
を
打
ち
出
し
、

外
国
人
旅
行
者
の
訪
問
や
定
住
者
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　

区
長
杯
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
、
老

若
男
女
が
触
れ
合
う
機
会
が
と
て
も

多
い
坂
部
地
区
。
今
な
お
美
田
が
広

が
る
豊
か
な
里
山
に
は
区
民
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
高
い
結
束
力
か

ら
生
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
の

未
来
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
ま
す
。

❹

❶

坂部
さかべ

●車／東名高速吉田ICから県道
79号線を西へ約5km（約10分）
富士山静岡空港から約1km、徒
歩約15分

59
邑番号

牧之原市坂部508‐1
（坂部区民センター）

美しい水田が広がる坂部地区。約600世帯、約
2,300人の住民が6つの町内に分かれて暮らして
います。丘陵の上に富士山静岡空港があります。

❸

❶大戦直後の昭和20年代から毎年開催さ
れているスポーツ大会。6つの町内による対
抗リレーは大いに盛り上がります。
❷坂部のゆるキャラ「さかべっち」。地区特産
のミカン、レタス、茶をモチーフにしています。
❸本間賢三の記念碑前で毎年行われる献
花祭。本間賢三は区民から本間翁と呼ば
れ、老若男女から敬愛されています。
❹茶栽培の低迷を補完するために始まった
「坂部農援隊」。現在区民の54人が参加し、
既に収穫も始まっています。

❷
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域
お
こ
し
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
現
代
。
実
は
明
治

後
期
に
も
「
地
方
改
良
運
動
」
と
い

う
全
国
的
な
地
方
活
性
化
の
動
き
が

あ
り
ま
し
た
。「
何
事
に
も
ま
ご
こ

ろ
を
持
っ
て
臨
み
、
大
き
な
目
標
に

向
か
う
と
き
も
小
さ
な
こ
と
を
怠
ら

ず
慎
ま
し
く
勤
め
よ
う
」
と
説
い
た

二
宮
金
次
郎
の 

報
徳
思
想
で
す
。こ

の
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
二
宮

の
弟
子
で
あ
る
農
村
指
導
者
が
い
た

掛
川
で
す
。

　
古
く
は
掛
川
城
の
城
下
町
と
し
て

栄
え
、
地
域
を
大
切
に
す
る
報
徳
の

精
神
が
根
付
い
た
掛
川
に
は
市
街
地

に
も
多
く
の
農
地
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
掛
川
で
農
業
の
振
興
と
活
性

化
を
目
的
に
、
農
家
、
地
域
、
農
協
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
立
ち
上
が
っ
た

の
が
「
掛
川
市
農
業
活
性
化
や
る
気

塾
」
で
す
。
そ
の
中
の
一
つ
「
掛
川
地

域
塾
」
は
、
生
産
者
と
消
費
者
の
距
離

が
極
め
て
近
い
市
街
地
に
あ
り
ま
す
。

　
同
塾
は
地
域
の
人
た
ち
に
農
業
の

楽
し
さ
、
難
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
塾
長
の
村

松
高
安
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
一
生
懸

命
作
っ
た
農
作
物
も
ス
ー
パ
ー
に
並
べ

ば
値
段
し
か
見
て
も
ら
え
な
い
。
農
業

体
験
を
通
じ
て
農
業
の
歓
び
や
苦

労
、
そ
し
て
本
当
の
価
値
を
知
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
農
作
物
を
見
る
目
も
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」
。

　
そ
ん
な
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
の
が

地
元
で
採
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た

焼
酎
「
掛
川
城
酎
」
で
す
。
植
え
付
け

か
ら
収
穫
ま
で
、
生
産
に
は
地
域
の
人

も
携
わ
り
、
新
し
い
地
域
の
つ
な
が
り

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
掛
川
天
守
を
の
ぞ
む
邑
は
、
今
も

昔
も
変
わ
ら
ず
、
慎
ま
し
さ
と
地
元
へ

の
愛
情
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
、

地
元
への
愛
に
あ
ふ
れ
る
邑

農
業
の
楽
し
さ
と

難
し
さ
が
分
か
れ
ば

❶サツマイモの収穫。種付けから行ってい
るだけに、喜びもひとしお。
❷生産者が取れたての野菜や手作りの
加工品などを直売する「けっトラ市」の様
子。毎回大勢の人でにぎわいます。

地❶

掛川天守をのぞむ里
かけがわてんしゅをのぞむさと

●車／東名高速掛川ICから5分、新東名
高速掛川・森ICから20分 
●電車／JR掛川駅から徒歩7分

71
邑番号

掛川市長谷

農業体験に参加した人々。
大人から子供まで、新しいつ
ながりが生まれています。

「掛川焼酎」ならぬ
「掛川城酎」。
自分たちのお酒の
味は格別。

❷

〈掛川城へのアクセス〉

08



美
し
い
自
然
と
、人
の
深
い

つ
な
が
り
が
根
付
く
理
想
郷

多
彩
な
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
で

地
域
を
活
性
化
！ 

天

はるの
山の楽校
はるのやまのがっこう

●車／東名高速浜松浜ICから90分
新東名高速浜松北ICから70分、森
掛川インターから70分 

96
邑番号

浜松市天竜区春野町杉943-1

❶間伐体験。なぜ間引きをする
のかなどの理由も教え、自然の
大切さを伝えます。
❷渡り鳥ならぬ渡り蝶、アサギマ
ダラ。自然豊かな春野には、多く
のいのちが息づいています。
❸ヒメボタルはちょうど七夕の季
節に見られます。満天の天の川
との共演は感動的です。
❹昔ながらの羽釜ごはん炊き体
験。電気炊飯器しか知らない子
どもたちには、いい経験です。

❶

❸❹

岩岳山及び京丸山付近の
山々に混在して咲く、アカヤ
シオとシロヤシオ（ツツジ科）
は、日本最南端の自然群生
地として国指定天然記念
物に指定されています。

❷

「はるの山の楽校」の活動拠点となる43.1haの広大な敷地を持った施設「春野山の村」

竜
区
春
野
町
の
岩
岳
山
で
は

春
に
な
る
と
、
標
高
千
メ
ー

ト
ル
の
稜
線
が
、
あ
ざ
や
か
な
薄
紅

色
の
花
々
に
よ
っ
て
覆
い
尽
く
さ
れ
ま

す
。
咲
き
乱
れ
る
の
は
、
国
指
定
天
然

記
念
物
の
ア
カ
ヤ
シ
オ
。
樹
齢
３
０
０

〜
４
０
０
年
の
大
木
が
織
り
な
す
美

し
い
眺
望
は
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
見
ら
れ
る
春
の
風
物
詩
で
す
。

　

岩
岳
山
の
山
あ
い
に
位
置
し
、
宿

泊
棟
、
炊
飯
施
設
、
創
作
活
動
棟
、
天

体
観
測
ド
ー
ム
な
ど
が
あ
る
「
春
野

山
の
村
」
。
そ
の
廃
村
を
契
機
に
、
春

野
町
杉
・
川
上
地
区
の
人
々
は
、
地

域
を
守
る
た
め
に
一
丸
と
な
り

「
N
P
O
法
人
は
る
の
山
の
楽
校
」
を

立
ち
上
げ
、
施
設
を
静
岡
県
か
ら
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
、
豊
か
な
自
然
と
充
実

し
た
設
備
を
活
か
し
、
キ
ノ
コ
作
り

や
ワ
ラ
ビ
採
り
と
い
っ
た
山
の
暮
ら

し
体
験
、
季
節
の
花
や
ヒ
メ
ボ
タ

ル
、
星
空
な
ど
の
観
賞
会
な
ど
、

様
々
な
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
平
成
27
年

に
開
催
し
た
「
第
1
回
ラ
ブ
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
は
、
全
国

か
ら
数
百
人
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
が
集

い
、
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
山
下
太
一
郎
さ
ん
は

「
都
会
の
人
達
に
自
然
の
素
晴
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
同
じ

中
山
間
地
域
に
住
む
人
達
に
も
『
あ

ん
な
山
奥
で
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い

る
ん
だ
』
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
た

い
」
と
語
り
ま
す
。

　

山
下
理
事
長
の
住
む
高
杉
集
落
に

は
14
軒
の
家
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か

ら
、
１
軒
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
同

じ
家
系
の
人
々
が
集
落
を
守
っ
て
き

ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
、
何
を
す
る
に
も
分
か

ち
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し

て
き
た
こ
の
邑
は
、
ひ
と
つ
の
理
想
郷

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

むらのおと  09



郷土に対する愛情が溢れる
「美しく品格のある邑」の
キーパーソンに、
今後の夢や目標を語ってもらいました

他県の高原観光地にも
引けを取らない良いところです
小さな集落ですが、皆でまと
まって、様々な活性化の取組み
を積極的に行ってきました。山
があり水も豊富な邑は、生活す
るにはとても良いところです。だ
から、中山間地である割には小
さな子どもも多い。知名度は低
くても魅力の部分では決して清
里や朝霧などにも引けを取らな
いと思っています。

地域全体を
巻き込んでいきたい

現在の会員数では、ふるさとみ
かん山の維持管理をするだけで
精一杯。岡部の魅力を広く発信
していくためには、もっと多くの
人たちの理解や協力が必要で
す。そのために会を中心にした
コミュニティづくりを積極的に
行い、地域全体を巻き込んでい
きたいと思っています。

岡部町生まれ。ミカ
ン農家として主に
「早生」や「青島」
を栽培。古くから岡
部町に伝わるミカ
ン栽培の展示・保
存を目的とする「ふ
るさとみかん山の
会」の現会長。

96はるの山の楽校（浜松市）
山下 太一郎さん
NPO法人はるの山の楽校理事長。父、息子、
孫と4代で春野町杉・川上地区で暮らしてい
る。邑で50年の狩猟経験を持つ。

掛川地域塾の塾長。「けっトラ市」出展者代表。
栽培から加工、販売までを行う茶農家でもある。
農業に対する理解を広げようと、長年にわたり尽
力している。

昭和22年、牧之原市
（旧榛原町）坂部生ま
れ。早くから家業の農
家を継ぎ、米、ミカ
ン、茶を栽培。区内に
ある6つの町内をまと
める坂部区長を務める
とともに、牧之原に10
区ある地区長会の会
長も兼任。

56岡部本郷（藤枝市）
萩原 新一郎さん

心豊かになる美しい自然を
次の世代へ繋ぎたい
ここは、豊かな緑と美しい水があ
る邑。眺めているだけで心が豊
かになる、人間らしさを取り戻す
ことができる里山の風景が何より
の自慢です。この景色を次世代
へ繋ぐことはもちろん、一度湯船
へ来た人びとが、あの美しい景
色を見に湯船へまた行きたいと
思い何度も足を運ぶような、そん
な邑にしていきたいです。

金太郎産湯の里湯船の会長を務める。湯船地
区の歴史に造詣が深く、現在は、この地区の豊
かな自然の保全に力を注ぐ。

31金太郎産湯の里湯船（駿東郡小山町）
池谷 良郎さん

59坂部（牧之原市）
大石 吉彦さん

71掛川天守をのぞむ里（掛川市）
村松 高安さん

体験しなければ分からない
農業の大切さを広めたい
例えば釣りに行くと、お金を出して
餌を買って、釣れるのが雑魚一匹
ということもありますよね。私はそ
れでも必ず持ち帰って食べるので
すが、自分で時間をかけて釣った
魚はやっぱりキレイに食べるし、
美味しい。釣りをするうちに、苦手
だった魚も好きになりました。農業
も同じです。だから体験してもらう
ことが、とても大切なんです。

歴史と時代の流れを
大切にしたい
合併や空港など、区をとりまく
環境は変わっていますが、私の
中には幼少の頃に遊んだ豊かな
里山が原風景として残っていま
す。そんな美しい邑を守りなが
ら、時代の流れもつかみ、新し
い魅力を発信していきたい。そ
のために若い人に関心を持って
もらうことが大切です。

自然の素晴らしさを
もっと感じてもらいたい
現在、敷地の森林に手を入れなお
し、桜などを植えています。数年後
には見頃になるでしょう。また、鹿
や猪といったジビエの加工販売を
行う施設も新たに建設中です。今
後も、来ていただいた方に豊富な
体験を楽しんでもらえるよう、アイ
デアを出していきます。ぜひ一度、
自然の風、鳥のさえずり、美味しい
空気を味わいに来てください。

上佐ケ野出身。現在
は「サイクルショッ
プこやま」を営み、
主に小型農機具を
扱う。自転車が趣味
で、2003年の静岡
国体では自転車競
技の競技役員として
参加。

05上佐ヶ野
わくわくの里
（河津町）
古山 由和さん

10



梅づくりは夢づくり地域を愛し、梅資源を伝える人々

フリーアナウンサー／農業ジャーナリスト 野菜をつ
くるベジアナとして農ある暮らしの豊かさを提唱。
全国の農村を取材。ＮＨＫＥテレ「ハートネットTV
介護百人一首」司会 ブログ「ベジアナの野菜畑
チャンネル」 で食と農に関わる情報を配信中。静岡
県ふじのくに美しく品格のある邑づくり推進委員

小谷あゆみ

豆
市
月
ヶ
瀬
。
天
城
連
山
を
望

む
丘
の
上
に
１
５
０
０
本
の
梅

林
が
あ
り
ま
す
。
す
り
鉢
状
に
連
な
り
、

古
代
ロ
ー
マ
の
円
形
劇
場
を
思
わ
せ
る

段
々
畑
は
、
梅
林
を
守
り
継
ぐ
「
伊
豆

月
ヶ
瀬
梅
組
合
」
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
、
ま
さ
に
梅
と
夢
の
舞
台
で
す
。

　

収
穫
し
た
梅
を
加
工
し
、
梅
シ
ロ
ッ

プ
、
梅
干
、
梅
ジ
ャ
ム
を
販
売
す
る
直
売

所
「
梅
び
と
の
郷
」
に
は
、「
夢
語
り
実
現

し
よ
う
梅
の
里
」
、「
梅
を
通
じ
て
地
域

活
性
化
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
地
域
の
み

な
さ
ん
の
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
52
名
が
加
盟
す
る
梅
組
合
が
誕

生
し
た
の
は
昭
和
44
年
。
地
域
の
期
待
を

よ
そ
に
な
か
な
か
収
入
は
安
定
せ
ず
、
高

齢
化
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。
転
機
は
平
成

13
年
。
新
た
に
就
任
し
た
組
合
長
が
大
幅

な
経
営
改
革
を
掲
げ
、
疲
弊
す
る
ふ
る
さ

と
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
。

　

同
じ
時
期
、
大
手
商
社
を
退
職
し
て
ふ

る
さ
と
へ
帰
っ
て
き
た
久
保
田
進
也
さ
ん

（
78
歳
）
は
現
在
、
顧
問
を
務
め
ま
す
。

父
達
の
代
で
切
り
拓
い
て
き
た
梅
林
で

「
自
分
た
ち
の
夢
を
つ
く
ろ
う
」
と
、「
伊

豆
一
番
の
梅
公
園
づ
く
り
構
想
」
を
掲

げ
、
町
や
県
も
巻
き
込
ん
で
、
周
辺
整
備

を
実
現
。
平
成
24
年
に
は
「
ふ
じ
の
く
に

美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
」
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

久
保
田
さ
ん
に
梅
林
と
天
城
連
山
が
見

渡
せ
る
展
望
台
へ
案
内
し
て
い
た
だ
く

と
、
見
渡
す
限
り
新
緑
の
梅
の
葉
が
茂

り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
す
が
す
が
し
い
眺
め

で
す
。
足
元
を
見
る
と
、
き
れ
い
に
草
が

刈
ら
れ
た
広
場
の
一
部
が
ハ
ー
ト
型
に
刈

り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
刈
っ
た
人
が
、
器

用
に
そ
こ
だ
け
か
わ
い
く
ク
ロ
ー
バ
ー
の

ハ
ー
ト
を
残
し
た
の
で
し
ょ
う
。
梅
の
里

を
守
る
人
の
心
を
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

6.2　

に
及
ぶ
広
大
な
敷
地
の
草
刈
り
。
登

る
だ
け
で
も
息
切
れ
す
る
よ
う
な
山
の
高

台
で
す
。

　

大
勢
の
観
光
客
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
も

な
い
。
人
に
褒
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く

て
も
、
草
を
刈
り
な
が
ら
そ
の
人
は
、
に

こ
や
か
な
笑
み
を
た
た
え
て
い
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。「
賢
者
は
幸
福
を
足
元
で

育
て
る
」
と
言
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
が
見
よ
う
が
見
ま

い
が
、
自
分
の
足
下
の
草
を
き
れ
い
に

刈
っ
て
お
こ
う
と
い
う
前
向
き
な
暮
ら
し

の
積
み
重
ね
。
も
し
も
誰
か
が
気
づ
い
て

く
れ
た
ら
楽
し
い
な
。
そ
う
し
た
祈
り
に

も
似
た
思
い
は
、
こ
の
地
を
訪
ね
な
い
こ

と
に
は
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
月
ヶ
瀬
の
人
達
が
丹
精
し
た
梅
の

木
。
心
を
込
め
て
作
っ
た
梅
ジ
ュ
ー
ス
、
梅

ジ
ャ
ム
、
梅
干
し
。
暑
い
日
に
水
と
氷
で
割

る
と
や
さ
し
い
蜜
の
よ
う
な
香
り
の
す
る

梅
ジ
ュ
ー
ス
は
、
地
域
の
人
々
が
美
し
く

保
と
う
と
し
、
楽
し
み
な
が
ら
育
ん
で
き

た
風
景
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
邑
の
品
格
は
、
伊

豆
月
ヶ
瀬
の
高
台
の
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

梅
林
の
、
広
場
の
芝
生
の
一
角
に
、ハ
ー
ト

の
形
を
し
て
今
日
も
静
か
に
息
づ
い
て
い

ま
す
。 ふ

る
さ
と
を
守
る
ハ
ー
ト

幸
福
は
足
元
で
育
て
る

天
空
に
浮
か
ぶ
梅
の
里

梅
林
は
夢
の
円
形
劇
場

伊

小谷あゆみの「むらレポ」

新緑の月ヶ瀬梅林。
２～３月の梅まつりには
紅白ピンクの梅の花が
一斉に咲き誇り、花見客は
１万人を超えます。
目標は１００万人～！

Vol.1

静

岡県
ふじの

くに美しく品格のある邑

づ
くり
推
進
委
員

むらのおと  11



毎日のモットーは「楽しく前
向きに」と語る久保田さん

豆
市
月
ヶ
瀬
。
天
城
連
山
を
望

む
丘
の
上
に
１
５
０
０
本
の
梅

林
が
あ
り
ま
す
。
す
り
鉢
状
に
連
な
り
、

古
代
ロ
ー
マ
の
円
形
劇
場
を
思
わ
せ
る

段
々
畑
は
、
梅
林
を
守
り
継
ぐ
「
伊
豆

月
ヶ
瀬
梅
組
合
」
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
、
ま
さ
に
梅
と
夢
の
舞
台
で
す
。

　

収
穫
し
た
梅
を
加
工
し
、
梅
シ
ロ
ッ

プ
、
梅
干
、
梅
ジ
ャ
ム
を
販
売
す
る
直
売

所
「
梅
び
と
の
郷
」
に
は
、「
夢
語
り
実
現

し
よ
う
梅
の
里
」
、「
梅
を
通
じ
て
地
域

活
性
化
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
地
域
の
み

な
さ
ん
の
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
52
名
が
加
盟
す
る
梅
組
合
が
誕

生
し
た
の
は
昭
和
44
年
。
地
域
の
期
待
を

よ
そ
に
な
か
な
か
収
入
は
安
定
せ
ず
、
高

齢
化
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。
転
機
は
平
成

13
年
。
新
た
に
就
任
し
た
組
合
長
が
大
幅

な
経
営
改
革
を
掲
げ
、
疲
弊
す
る
ふ
る
さ

と
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
。

　

同
じ
時
期
、
大
手
商
社
を
退
職
し
て
ふ

る
さ
と
へ
帰
っ
て
き
た
久
保
田
進
也
さ
ん

（
78
歳
）
は
現
在
、
顧
問
を
務
め
ま
す
。

父
達
の
代
で
切
り
拓
い
て
き
た
梅
林
で

「
自
分
た
ち
の
夢
を
つ
く
ろ
う
」
と
、「
伊

豆
一
番
の
梅
公
園
づ
く
り
構
想
」
を
掲

げ
、
町
や
県
も
巻
き
込
ん
で
、
周
辺
整
備

を
実
現
。
平
成
24
年
に
は
「
ふ
じ
の
く
に

美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
」
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

久
保
田
さ
ん
に
梅
林
と
天
城
連
山
が
見

渡
せ
る
展
望
台
へ
案
内
し
て
い
た
だ
く

と
、
見
渡
す
限
り
新
緑
の
梅
の
葉
が
茂

り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
す
が
す
が
し
い
眺
め

で
す
。
足
元
を
見
る
と
、
き
れ
い
に
草
が

刈
ら
れ
た
広
場
の
一
部
が
ハ
ー
ト
型
に
刈

り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
刈
っ
た
人
が
、
器

用
に
そ
こ
だ
け
か
わ
い
く
ク
ロ
ー
バ
ー
の

ハ
ー
ト
を
残
し
た
の
で
し
ょ
う
。
梅
の
里

を
守
る
人
の
心
を
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

6.2　

に
及
ぶ
広
大
な
敷
地
の
草
刈
り
。
登

る
だ
け
で
も
息
切
れ
す
る
よ
う
な
山
の
高

台
で
す
。

　

大
勢
の
観
光
客
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
も

な
い
。
人
に
褒
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く

て
も
、
草
を
刈
り
な
が
ら
そ
の
人
は
、
に

こ
や
か
な
笑
み
を
た
た
え
て
い
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。「
賢
者
は
幸
福
を
足
元
で

育
て
る
」
と
言
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
が
見
よ
う
が
見
ま

い
が
、
自
分
の
足
下
の
草
を
き
れ
い
に

刈
っ
て
お
こ
う
と
い
う
前
向
き
な
暮
ら
し

の
積
み
重
ね
。
も
し
も
誰
か
が
気
づ
い
て

く
れ
た
ら
楽
し
い
な
。
そ
う
し
た
祈
り
に

も
似
た
思
い
は
、
こ
の
地
を
訪
ね
な
い
こ

と
に
は
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
月
ヶ
瀬
の
人
達
が
丹
精
し
た
梅
の

木
。
心
を
込
め
て
作
っ
た
梅
ジ
ュ
ー
ス
、
梅

ジ
ャ
ム
、
梅
干
し
。
暑
い
日
に
水
と
氷
で
割

る
と
や
さ
し
い
蜜
の
よ
う
な
香
り
の
す
る

梅
ジ
ュ
ー
ス
は
、
地
域
の
人
々
が
美
し
く

保
と
う
と
し
、
楽
し
み
な
が
ら
育
ん
で
き

た
風
景
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
邑
の
品
格
は
、
伊

豆
月
ヶ
瀬
の
高
台
の
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

梅
林
の
、
広
場
の
芝
生
の
一
角
に
、ハ
ー
ト

の
形
を
し
て
今
日
も
静
か
に
息
づ
い
て
い

ま
す
。

伊豆月ヶ瀬梅の里
いずつきがせうめのさと

●車／国道136号「出口交差点」から国道
414号下田方面に2km、「梅林」へは梅びと
の郷から国道414号下田方面に100ｍ先小
戸橋製菓手前右折、「梅林」の案内板有り 
●電車・バス／伊豆箱根鉄道駿豆線修善寺駅
から東海バス湯ヶ島方面行き23分、月ヶ瀬温
泉下車、徒歩1分、「梅林」までは徒歩20分

13
邑番号

伊豆市月ヶ瀬535‐5（梅びとの郷）

ha

梅直売所になぜか冷凍鮭を発見！地域のみなさんの味方です

梅と
グラ
ニュ
ー糖
だけ
。

３０年
変わ
らな
い

製法
の爽
やか
な

梅シ
ロップ

景色も空気もうめ～！
梅づくりは
夢づくり～！

収穫１ヶ月で１年分の梅シロップ２万本
を製造。女性の活躍は欠かせません。
６月は梅狩りや梅シロップづくり体験も
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◇
北
島 

享
さ
ん

5.子どもたちに大人気の流しそう
めんは5月から9月に行われる人気
プログラムです。
6.「国際陶芸フェスティバル in さ
さま」の期間中に行われた茶会体
験。茶どころ川根ならではのプロ
グラムです。

山村都市交流センター
ささまの館長・北島享さ
ん。「センターの運営に
は企業組合くれば、町
内会、自治体が参画
し、地域の全住民が関
わっています」。

1.笹間小学校の校舎を再利用した「山村都市交流センター
ささま」。年間を通じて多彩なプログラムが組まれています。
2.かつての校庭に多くの出展テントが立ち並ぶ「国際陶芸
フェスティバル in ささま」。山間に人々の歓声がこだまします。
3.センター内にある宿泊室。8人部屋が7室あり、食堂、音楽
室、研修室、会議室、浴室なども完備しています。
4.大井川の支流・笹間川で水遊びに興じる子どもたち。夏
休みには首都圏からやって来る参加者もいるそうです。

間
に
野
鳥
の
声
が
こ
だ
ま

す
る
島
田
市
川
根
町
笹

間
。
こ
こ
に
廃
校
に
な
っ
た
校
舎
を

再
利
用
し
た
宿
泊
施
設
「
山
村
都

市
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
さ
ま
」
が
あ
り

ま
す
。
平
成
21
年
の
開
館
か
ら
7
年

間
で
約
2
万
2
0
0
0
人
が
宿
泊

し
、
利
用
者
が
延
べ
約
9
万
人
を
数

え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
は
、
地
域
と

世
界
を
つ
な
ぐ
交
流
拠
点
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
笹
間
住
民
の
心
の
居

場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
館
長
の
北
島
享
さ
ん
は
「
廃
校

に
な
っ
た
笹
間
小
学
校
は
約
１
３

０
年
に
も
わ
た
っ
て
地
域
を
支
え

て
き
た
心
の
ふ
る
さ
と
。
児
童
数
の

減
少
で
廃
校
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
負
の
遺
産
で
は
な
く
、
未
来
の

資
産
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
多
様
な
交
流
を

推
進
す
る
た
め
、
多
彩
な
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

「
人
気
が
あ
る
の
は
ピ
ザ
作
り
体

験
、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
、
流
し

そ
う
め
ん
な
ど
で
す
が
、
２
０
１

１
年
か
ら
隔
年
で
開
催
し
て
い
る

『
国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

さ
さ
ま
』
は
笹
間
の
魅
力
を
国
内

外
へ
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
も
世
界
中

か
ら
多
く
の
陶
芸
作
家
や
愛
好
家

が
集
ま
り
、
芸
術
を
媒
体
に
濃
密

な
交
流
を
果
た
し
ま
し
た
。
来
訪

者
が
増
え
れ
ば
地
域
の
経
済
が
潤

い
、
雇
用
創
出
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
進
み
ま
す
。
そ
ん
な
経
済
効
果

も
含
め
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
試
み

が
全
国
の
山
村
活
性
化
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
北
島
さ
ん
。
そ
の
瞳
は

新
し
い
山
村
の
姿
を
見
つ
め
て
い

ま
す
。

　
「
地
元
に
対
す
る
住
民
の
思
い
、

地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
や
文
化
、

そ
ん
な
資
産
を
生
か
し
て
、
将
来

は
山
の
学
校
を
作
り
た
い
」
と
語

る
北
島
さ
ん
。
全
住
民
の
夢
を
乗

せ
た
「
さ
さ
ま
」
の
未
来
は
現
在
進

行
形
で
す
。

●車／新東名高速島田金谷ICか
ら約30km、約60分 
●電車／大井川鐵道・笹間渡駅
から車で約10分 

島田市川根町笹間上394番地

ささま
ささま

51
邑番号

山

インタビュー

「美しく品格のある邑」に魅せられた人びとに、
そこでの活動や魅力について聞いてみました。

島
田
市
山
村
都
市

交
流
セ
ン
タ
ー
さ
さ
ま
館
長

2 3 4

6

5

1

自
然
の
中
で
遊
ん
で

学
べ
る
体
験
宿
泊
施
設

むらのおと  13



さ
に
伊
豆
半
島
の
屋
根
と

も
言
え
る
天
城
連
山
の
麓

に
位
置
す
る
茅
野
地
区
。
も
と
は
、

1
万
7
千
万
年
前
の
鉢
窪
山
の
噴

火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
溶
岩
台

地
で
、
約
４
０
０
年
前
に
先
人
た
ち

が
入
植
し
、
新
田
を
造
り
上
げ
ま

し
た
。
伊
豆
市
最
南
端
の
山
深
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
交
通
の
要
で
あ
る
下

田
街
道
が
走
り
、
名
瀑
「
浄
蓮
の

滝
」
な
ど
の
観
光
資
源
に
も
恵
ま

れ
た
個
性
豊
か
な
里
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
離
農
者
や
若

者
の
流
出
が
増
え
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
休
耕
田
も
増
加
。
そ
の
状

況
を
危
惧
し
た
人
た
ち
が
15
年
ほ

ど
前
に
発
足
さ
せ
た
の
が
、「
は
ち

く
ぼ
会
」
で
す
。
同
会
で
は
、
祖
先

が
築
い
た
美
し
い
棚
田
の
景
色
を

守
り
、
外
部
か
ら
人
を
呼
び
寄
せ

る
た
め
に
、
休
耕
田
を
活
用
し
た
黒

米
と
も
ち
米
の
「
田
植
え
・
稲
刈
り

体
験
」
を
十
数
年
継
続
し
て
開
催
。

特
に
子
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に

人
気
で
す
。

　

た
だ
、
単
発
の
農
業
体
験
で
は

人
の
定
着
に
ま
で
至
ら
な
い
の
が

現
実
。
邑
で
は
別
の
活
動
組
織
「
モ

ミ
の
木
沢
里
山
食
楽
舞
」
が
、
ワ
サ

ビ
田
を
オ
ー
ナ
ー
制
に
し
て
反
響

を
得
て
い
ま
す
が
、
「
は
ち
く
ぼ

会
」
の
山
本
宗
男
会
長
は
、「
い
ず

れ
は
こ
の
棚
田
も
オ
ー
ナ
ー
制
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
事
業
に
結
び
付
け

た
い
。
た
だ
、
そ
れ
に
は
ま
ず
我
々

の
後
継
者
を
育
て
な
け
れ
ば
…
」
と

語
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
が
、
同
会
副
会
長
の
足
立

浩
さ
ん
で
す
。
地
元
で
自
然
派
カ

フ
ェ
「
か
た
つ
む
り
」
を
営
む
足
立

さ
ん
は
、
邑
の
次
代
を
担
う
若
手
に

声
を
か
け
、
若
者
目
線
で
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
「
茅
野
塾
」
の
立
ち

上
げ
に
貢
献
。
大
先
輩
と
若
者
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
か
た
つ
む
り
」
で
各
組
織
の

事
務
局
を
引
き
受
け
て
情
報
発
信
・

収
集
す
る
か
た
わ
ら
、
溶
岩
で
作
っ

た
石
窯
に
よ
る
ピ
ザ
焼
き
体
験
な

ど
、
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
で
邑
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
。「
今
後
は
人
を
増
や

す
た
め
に
、
婚
活
も
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　

そ
ん
な
邑
で
は
今
、
伊
豆
半
島
ジ

オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
た
ジ
オ
ポ

1.下田街道を渡った反対側には「浄蓮の
滝」があり、年間を通して観光客でにぎわい
ます。この滝も鉢窪山噴火の産物です。
2/3.毎年5月末から6月初めに行う「はちくぼ
会」の有志の皆さんと体験参加者たちの田
植え。農業体験で植えた黒米は、十五夜の
お飾り用のものだそう。
4.茅野の米は、天城山系の澄んだ冷たい水
と昼夜の寒暖差で育まれるため、おいしいと
評判です。
5.農業体験イベントでは、休憩時やお昼に
は、地元の食材を使った手作り料理も振る
舞われます。この日のおやつ「黒米のおは
ぎ」は、黒米のプチプチ食感が絶品！

◇
山
本
宗
男
さ
ん

◇
足
立 

浩
さ
ん

イ
ン
ト
の
鉢
窪
山
に
再
注
目
。

「
人
が
入
り
、
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
な
山
づ
く
り
」
を
目
指
し
た

新
た
な
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
田
園
、
山
、
渓
流
…
。
素
材
は

十
分
、
あ
と
は
い
か
に
そ
れ
ら
を

観
光
と
結
び
つ
け
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
し
ょ
う
。

●車／東名高速沼津ICまたは新東名
高速長泉沼津ICから約75分　
●電車・バス／伊豆箱根鉄道 修善寺
駅から東海バス「天城峠」または「昭
和の森」行き乗車、「かたつむり」下車

伊豆市湯ヶ島892‐66

いずのやね
茅野
いずのやねかやの

15
邑番号

2

4

5

ま

農
林
業
と
観
光
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

人
を
呼
び
込
む
邑
づ
く
り

「
は
ち
く
ぼ
会
」
会
長

「
か
た
つ
む
り
」
店
主

3 1

「はちくぼ会」会長の
山本宗男さん。「茅
野には、何かをやる
時、自分の損得抜き
で協力してくれる土
地柄がありますね」。
棚田の向こうにそび
えるのは、邑のシンボ
ルの鉢窪山。現在
は、玉虫が集まるとい
う榎木を植え、「玉虫
の里」づくり事業も進
行中です。

「はちくぼ会」副会長の足立浩さん。中学卒業
後に地元を離れるものの、逆に外に出たこと
で伊豆の良さを再認識。35歳で脱サラし、「か
たつむり」をオープン。人気カフェは、事務局と
して広告塔の役割も果たしています。
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伊豆見高
入谷高原

mura journal邑ジャーナル

●車／東名高速沼津ＩＣか
ら約85分、新東名高速沼
津長泉ＩＣから約80分 
●電車・バス／ＪＲ伊東駅
→（伊豆急行線下田行）→
今井浜海岸駅（約60分）

賀茂郡河津町見高2064‐13

いずみだかいりやこうげん

石積みが織りなす段々畑と
源泉かけ流しの秘湯
河津町の東端、東伊豆町との境に位置する
「伊豆見高入谷高原」では温州みかんや
ニューサマーオレンジなどの多彩な柑橘類
と石積が織りなす段々畑を見ることができ
ます。地区で運営している伊豆見高入谷高
原温泉は伊豆の秘湯として人気が高く、併
設されたコテージでは宿泊もでき、施設内
では新鮮な農産物や、地元の女性達が作っ
た加工品が販売されており、特にお寿司や
饅頭はとても好評です。毎年11月23日には
「紅葉ふれあいまつり」も行われます。

●車／東名高速御殿場ＩＣか
ら約10分 
●電車・バス／ＪＲ南御殿場
駅から徒歩約20分（ブルーベ
リー園まで） 
《ロマンチック街道沼田直売
所のご案内》ブルーベリーハ
ウスから北へ約600m、県道
394号線（広域農道駿東ロマ
ンチック街道）沿い「道の駅」
の看板が目印

御殿場市

沼田ロマン
チック街道
ぬまたろまんちっくかいどう

四季の花と霊峰富士を
仰ぎ見る沿道づくりと
ブルーベリー園
広域農道「ロマンチック街道」沿いに富士
山を借景とした美しい田園風景が広がって
います。遊休農地にブルーベリーやアジサ
イを植えたり、箱根山系からの清涼な水路
に棲むホタルを保全したりする活動に、地
域が一体となって取り組んでいます。沼田
ホタルねっとは、農村環境の大切さを地域
の人々に伝えるため、小川にホタルの幼虫
を放流し、その生息環境や周辺の環境保
全に努めています。8月1日にはブルーベ
リー狩り園が開園。

特産の水かけ菜を育てる
豊富で美しい富士山の湧水
御殿場市二子地区には、富士山系で涵養さ
れ、黄瀬川沿いに湧き出した「二子水神湧
水」と「二子湧水」と呼ばれる2箇所の湧水
池があります。御厨（みくりや）地方では、
冬寒く夏涼しい気候と、富士山の雪どけ水
が湧き出した綺麗な水を活かし、地域の特
産物である「水かけ菜」を栽培していま
す。また、湧水はホタルやミシマバイカモ
などの豊かな動植物をはぐくみ、地域の良
好な環境を創出しています。8月27日には
二子湧水の里と沼田ロマンチック街道をめ
ぐる「あぜみちウォーキング」を開催。

●車／東名高速御殿場IC
から約8分、東名高速裾野
ICから約10分 
●電車／JR富士岡駅から
約1.5km

御殿場市二子

二子
湧水の里
ふたごゆうすいのさと

26
邑番号

25
邑番号

06
邑番号

むらのおと  15



静岡市街地から藁科川沿いに約17km。緑
豊かな山々と渓流のせせらぎに包まれた山
里です。四季折々の豊かな自然と、季節を
感じる「農」の暮らしがここにはあります。
平成19年度にオープンした「高山・市民の
森」、平成22年に開業した「水見色きらく
市」、どちらもゆったりとした時間を楽しめ
て、田舎を満喫できる施設です。
昔からの食文化、田舎の食材を使った手料
理は、なつかしい田舎の味が楽しめます。田
舎遊び等の体験もできます。

●車／東名高速袋井ＩＣ
から約10分、新東名高速
森掛川ＩＣから約20分 
●電車・タクシー／ＪＲ袋
井駅からタクシーで20分

袋井市友永720

源氏と
ひまわり
の里
げんじとひまわりのさと

源氏ゆかりの地
4haのひまわり畑
「源氏の里」は、友永地内の積雲院という
お寺に、松尾芭蕉の句に詠まれ、能の演目
にもなっている、源朝長公（源頼朝・義経
の兄）の墓があることから名付けられまし
た。友永地区は袋井市三川地域の中央部に
あり、ガラス温室でのメロン、お茶、水稲
等の多彩な農産物を生産しています。ま
た、秋咲きのひまわりは、コスモスのピンク
色とのコラボレーションで邑を訪れる人々
を魅了します。さらに、源朝長公を偲ぶお
祭り「御礼祭」（毎年8月15日の夜）もオス
スメです。

かつては3000枚もの小さな田んぼがモザ
イク模様で広がっていた上倉沢地区。千枚
の田んぼという意味で「千框（せんがま
ち）」と呼ばれています。この棚田は一度
は荒れ果ててしまったものの、棚田を愛す
る人々の力で少しずつ回復され、今では美
しい景観と豊かな自然、そして人々の笑顔
が戻ってきました。田植えの後の水鏡、真
夏は鮮やかな緑、稲穂が頭を垂れる頃には
金色と、棚田は四季折々に様々な表情を見
せてくれます。

●車／静岡市街地から国道
362号を藁科川沿いに川根方
面へ約12km、大原地区を右
折、水見色川沿いに約5km（市
街地から30分）
新東名高速から静岡SA（ETC）
から国道362号へ藁科川を渡
り信号を左折し約3km、大原地
区を右折し水見色川沿いに約
5km（静岡SAから15分） 
●電車・バス／JR静岡駅からし
ずてつジャストライン藁科線・谷
津ターミナル行き乗車→谷津
ターミナルにて乗り換え→デマ
ンドバス水見色行きへ※乗車予
約が必要（駅から45分）

静岡市葵区水見色

水見色
みずみいろ

緩やかな時が流れる、
四季折々の豊かな自然

●車／東名高速相良牧之
原I.C→国道473号バイパ
ス島田・空港方面→倉沢
I.C→上倉沢公会堂（相良
牧之原I.Cから約10分）

菊川市倉沢1121‐1

千框の棚田
せんがまちのたなだ

貴重な動植物が現存する
自然豊かな棚田

43
邑番号

77
邑番号

72
邑番号
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山の日

7月下旬～8月下旬

※ご意見とともに、住所・氏名・電話番号・
年齢をご記載ください。
※頂いたご意見は次号以降で掲載させて
いただく場合があります。
※個人情報は、連絡のため以外には使用
いたしません。

〒420-8601　
静岡県静岡市葵区追手町9番6号　
静岡県交通基盤部農地局
農地保全課
FAX 054-221-2809
E-mail : nouchihozen@
pref.shizuoka.lg.jp

邑のイベントカレンダー

川根本町徳山 ※駐車場少ない

7/30

問徳山区事務所  ☎0547-57-2843

愛宕地蔵堂

愛宕地蔵堂
本堂で輪になり数珠を回す民俗行事

浜松市北区引佐町久留女木 ※駐車場あり
●対象／中学生以上
●参加費3,000円（入漁料、おとり鮎、昼食、
　保険料含む）
●前日天気予報にて降水確率40%以上の場合は中止
問NPO法人ひずるしい鎮玉  
☎053-544-1045　info@shizutama.jp

7/16
鮎の友釣り体験
ベテランインストラクターが
鮎の友釣りを指導

8:30集合～14:00解散予定

18:00～

9:00～16:00（期間中無休）

河津町川津筏場1519-1
問河津ブルーベリーの里  
☎0538-35-7371（期間中のみ）

ブルーベリー狩り園開園

河津ブルーベリーの里
地域手作りのブルーベリー狩り園が開園

※駐車場あり
問浮島地区環境保全推進会
（推進部長 鈴木）
☎055-966-5495

浮島ひまわり祭り

浮島地区センター南100m

ひまわりらんどのひまわりが見頃

疫病や災いを追い払う神楽の舞

7/23

7/24

北久原の湯立て神楽

北久原浅間神社境内
御殿場市北久原352  ※駐車場あり
問北久原神楽保存会（田代）  ☎0550-81-2227

周智郡森町
問森町役場 産業課 ☎0538-85-6315

スイートコーン
収穫時期

森町内の各直売所

行列ができる朝採り
スイートコーンの直売

～8月

〜9/28
浜名湖たきや漁
浜名湖雄踏に明治初頭から伝わる伝統的な漁法

あなたのご意見を
お聞かせください

浜名湖
乗船場所／浜松市西区雄踏町宇布見9985-3  
※駐車場あり
問たきや組合  ☎053-592-2260
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玉邑番号

98
西部

森町南部

邑番号

79
西部

周智郡森町草ヶ谷968  ※駐車場あり
問香勝寺 ☎0538-85-3630

香勝寺の桔梗が見頃

鹿苑山 香勝寺
４万株。日本一の桔梗園が見頃

～7月下旬
森町南部

邑番号

79
西部

太田川水系の鮎釣り

問太田川漁協 ☎0538-85-3080
吉川・三倉川

清流での鮎の友釣りが解禁

～9月下旬

ら
び
りん

すゆうとう邑番号

99
西部

天方
邑番号

80
西部

アクティ森の夏休みイベント

周智郡森町問詰1115-1 
※駐車場あり
問アクティ森 
☎0538-85-0115

アクティ森

鮎のつかみ取りやカヌー体験で思い出づくり

～9月上旬 天方
邑番号

80
西部

川根本町千頭528-5地先  ※駐車場あり
問川根本町まちづくり観光協会  
☎0547-59-2746

池の谷ファミリー
キャンプ場

池の谷ファミリーキャンプ場

集落ぐるみで運営する
素敵なキャンプ場

～8月下旬
西澤
水系

邑番号

24
東部

浮島
邑番号

22
東部

徳山
邑番号

61
中部

池
の谷・閑蔵

邑番号

62
中部

西部

中部

東部

伊豆

邑番号

05
伊豆上佐
ヶ
野

わくわくの里

川合渕公園
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8/1  〜23

8/7

8/7

（猪鼻湖周辺のいたる所で見物できます）
※駐車場あり（市立三ヶ日中学校運動場）
問浜松市三ヶ日花火大会実行委員会 
☎053-524-1124

浜松市北区三ケ日町

田んぼ周辺の水路などで行う生物調査

竹でご飯を炊こう！

てんてんゴーしぶ川
渋川で採った竹を使って、浜松産のお米を食べる

浜松市北区引佐町渋川237-1 ※駐車場あり
問NPO法人 大好き渋川
☎053-545-0452　※詳細はHPにて

そばの種まき

浜松市東区中郡町地内

中郡地区内に点在する1.0ha程の畑に
そばの種まきを行う

遠鉄西ヶ崎駅東側他
※駐車場あり（橋爪新田公会堂）
問けっこい中郡（代表  村木）  ☎053-434-1877
※詳細はお問い合わせください

鮎のつかみ取り体験

いっぷく処横川
鮎のつかみどりと塩焼きを楽しむ

浜松市天竜区横川3085  ※駐車場あり
問横川生産物直売所利用組合（小沢）
☎053-924-0129

8月中旬

三ケ日花火大会
猪鼻湖上に3,000発の花火が打ち上がる

（時期未定）

10:00～15:00

19:30～21:00

19:15～20:30

9:00～15:30（入園時間～17：00）

9：00～9：30

9:30～

毎月第3

浜松市南区恩地町443  ※駐車場あり  
問地域いきいき共生！恩地町環境みどり会  
☎053-426-2888（代表 見野）

恩地町みどり朝市

恩地町公会堂広場

地元の農産物販売

浜松市北区引佐町田畑193付近
※駐車場あり ※オープンデッキ、トイレあり
問里山元気もりもり隊 西四村ふるさとの会
☎053-543-0108（代表 小野寺）  

通年
竜ヶ石山ハイキングコース

竜ヶ岩洞付近
標高359.1ｍ、棚田と遠州灘のコントラスト

8月中 下旬

ぶどうの王様ピオーネ食べ放題

9:00～15:00

掛川市山崎233
問とうもんの里総合案内所  ☎0537-48-0045

田んぼの生き物探検隊

とうもんの里総合案内所

7/31

～竜
ヶ石
山～

西四村の里邑番号

93
西部

い
っぷ

く処横川

邑番号

94
西部

問田原交流センター　☎0538-35-4269

かかしコンテスト

田原小学校南側道路脇
ユニークな「かかし」のコンテストを開催

磐田市三ケ野  ※駐車場あり

8月中旬～9月中旬

田原
地区

邑番号

67
西部

敷地村
邑番号

65
西部

●臨時バスあり
問中野町煙火大会実行委員会　☎053-421-7547

中野町煙火大会

天竜川河川敷
花火数4,000発

浜松市東区中野町

8/14 中ノ
町地区

邑番号

89
西部

中郡
地区

邑番号

88
西部

熊平水辺の里で遊ぼ！

熊平水辺の里オートキャンプ場

川遊びや水中生物探索

浜松市天竜区熊976-1  ※駐車場あり
※要予約　詳細はお問い合わせください
問NPO法人夢未来くんま  ☎053-929-0636

7/31

夢

未来くんま

邑番号

84
西部

三
ケ
日み

かんの里

邑番号

87
西部

地
域
いき

いき共生！

恩
地
町

環境
みどり会邑番号

82
西部

浜松市北区都田町6567-1
問JAとぴあ浜松  都田支店  ☎053-428-3116
●10名以上は要予約
●送迎サービス有り
※詳細はお問い合せください

ぶどう狩り

ぶどう狩り案内所（JAとぴあ都田支店前）

都田
地区

邑番号

92
西部

と

うも
んの里

邑番号

74
西部

大

好き渋川
邑番号

86
西部

布沢

沼田ブルーベリー狩り園開園

御殿場市沼田146付近  ※駐車場あり

食べ放題を楽しめるブルーベリー狩り園が開園

問沼田ロマンチック街道育成会（根上）
☎090-7859-3570

8/1  ～9月中旬
沼田
ロ
マ

ンチ
ック街

道

邑番号

25
東部

富士宮市原  
※駐車場あり
問宇居 邦明  
☎0544-54-2258

伝統行事「文珠祭典」

文珠堂境内
手筒花火・文珠太鼓の実演

8/19
白糸
の里

邑番号

33
東部

川根本町徳山  ※駐車場あり

8/15

問徳山区事務所  ☎0547-57-2843

徳山の盆踊

浅間神社

国指定重要無形民俗文化財、鹿ん舞、
ヒーヤイ、狂言を奉納する 徳山

邑番号

61
中部

8/23

問岡部総合案内所  ☎054-667-6060

虫送り

藤枝市岡部町殿

子供たちが田んぼのあぜ道の
大松明に点火しながら行進する

殿
邑番号

54
中部

磐田市敷地1035  ※駐車場あり
問豊岡東交流センター  ☎0539-62-6669

8/15
遠州大念仏蝉しぐれの盆

永安寺境内
複数団体による遠州大念仏の開催

老人クラブと子ども会が共同で案山子を作る

13:30～8/6
案山子づくり

北久原浅間神社境内
御殿場市北久原352  ※駐車場あり
問北久原区地域づくり活動委員会（勝又）
☎0550-83-4764

西澤
水系

邑番号

24
東部

大

好き渋川

18
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夏

オフィシャルウェブサイト
http://www.fujinokuni-mura.net

Facebook
ふじのくに美しく品格のある邑づくり
情報発信チーム『邑ドキッ！』

邑の詳しい情報
美しく品格のある邑 検索「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合

 URL：www.shizuoka-murasapo.net/　　Facebook：www.facebook.com/shizuokamurasapo/

［しずおか農山村サポーター“むらサポ”とは？］  静岡県の農山村をみんなで守り、盛り上げていこうというサポーターズクラブです。

「むらサポ」情報登録フォームからエントリーしてください。
農山村の皆さまからの旬な情報もおまちしています！

棚田のオーナー
制度をお知らせしたら
「むらサポ」経由の申
し込みが増えました！
（邑びとAさん）

他の邑の活動を
知ることでアイデアが

広がります！
交流や協働も
できたらいいな。
（邑びとBさん）

「むらサポ」の
メルマガで見て、

田植えイベントに参加。
子どもも大喜びでした！
（登録者Cさん）
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